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PRESS RELEASE 

令和 5 年 10 月 25 日 

岡山大学 DS 部の学生が、初認定された「教育サポーター」として 
高校の総合的な探究の時間のサポートへ 

◆顧問教員からのひとこと

 

DS部顧問 

野上保之教授 

DS 部は 2021 年 8 月に創部し、文理融合・幅広いダイバーシティを

意識しながら、データサイエンスを横串として幅広く産学官のアクテ

ィビティを展開しています。

とくに最近では、岡山県内の高校の探究の時間に参画させていただ

く機会が増えており、高校生からの様々なアイデア・着想・社会的な

課題感（SDGs や脱炭素など）に紐づいた質問や相談が数多く寄せら

れるようになりました。まさに DS 部のメンバーのダイバーシティが

生かされる場となっており、責任感をもってこれに対応しなければな

らないと思っておりました。まさにそのようなときに、デジ連が 2022

年に発足、DS 部のこのような活動に着目していただき、デジタルを

軸とする教育サポーターに部員 3 人を認定していただきました。 

DX 時代ともいわれる昨今、すべての分野・業界においてデジタル

の活用が求められますので、認定された教育サポーターの活躍が大い

に期待されるところです。

◆発表のポイント

・岡山大学データサイエンス部（以下「DS 部」）の学生が、11 月 15 日に高等学校の総合的な探究

の時間で講師として授業をすることになりました。大学生が外部人材として高校に授業サポー

トにいくという取り組みが全国的に進むと、教員の人手不足解消や情報に係る高い専門性を有

する外部人材の活用につながります。

・DS 部の高校の探究科目へのサポート活動など実績が認められ、とくにその中心を担った DS 部

の学生 3 人が、一般社団法人デジタル人材共創連盟（以下「デジ連」）が提唱する「教育サポー

ター」の第 1 号～第 3 号に認定されました。

・「教育サポーター」とは、文部科学省提供の情報関係活用の外部人材の手引きを基にして運用さ

れる研修プログラムと認定制度。認定元であるデジ連は、文部科学省から産学官協議の場として

位置づけられています。
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■発表内容 

＜現状＞ 

高等学校「情報 I」「総合的な探究の時間」の必履修化により、これまでと比較してプログラミン

グやデータサイエンス、情報活用能力等、より高い専門性が教員に求められています。これらの指

導を確実に実施するためには、学校外の情報に係る高い専門性を有する外部人材の活用が必要とさ

れています。また、デジタル関連の部活動等の領域においても、こうした専門性の高い人材が講師

等を務めることで、より活発で有意義なものになることが期待されています。 

こうした背景の中、DS 部では、昨年度より高等学校における「総合的な探究の時間」のサポー

トを行ってきています。これは、とりわけデジタルに紐づく高校生の探究活動を活発化するのみな

らず、外部人材として参加する大学生にも様々な発想の機会を与える場となっていると考えられま

す。一方で、デジ連では、文部科学省が提供する「2021 年度_情報関係人材の活用促進に向けた指

導モデル及び研修カリキュラムの手引き」を基盤にして「教育サポーター」の研修プログラム・認

定制度を整備しました。この度、DS 部員 3 人が初の教育サポーターに認定されたことで、学生た

ちのモチベーションアップにつながっています。 

 

※デジ連とは、令和 4 年 11 月に文部科学省から公表された「高等学校情報科担当教員の配置状況

及び指導体制の充実に向けて」にて、産学官協議の場として位置づけられており、指導人材、外部

人材の活用に取り組んでいる組織です。 

【文部科学省サイト PDF 4 ページ目】 

https://www.mext.go.jp/content/20221108-mxt_jogai02-000021518_001.pdf 

 

教育サポーター手引書 

＜活動の内容＞ 

2023 年 8 月 17 日に DS 部の 3 人が、最初のデジ連教育サポーターの初となる研修を受け、見事

に合格し、今後その第 1号の教育サポーターとして活動を始めることになります。その皮切りとし

て、2023 年 11月 15日に岡山県立倉敷青陵高等学校へ教育サポーターとして現地に出向き、とくに

ニーズの高い総合的な探究の時間のサポートから始めます。 

https://www.mext.go.jp/content/20221108-mxt_jogai02-000021518_001.pdf
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研修の様子（岡山大学にて）  教育サポーター認定証

＜社会的な意義＞

教育サポーターの広がりは、教員の人手不足問題に寄与するばかりでなく、大学生という「生徒

（高校生など）に近しい立場の者」が外部人材として活躍することで、生徒のモチベーションアッ

プ、教員への刺激、授業活性化、が期待されます。そのような中、DS 部をはじめとして岡山の大学

生が外部人材として岡山の高校で活躍することで、地域の活性化にもつながることが考えられます。 

■補足・用語説明

●岡山大学データサイエンス部（DS 部）

データサイエンスとアイデアで新たな価値の創出を目指す学生の団体で、連携する教職員も多数。

文理や学年の枠を超え、データサイエンスと大学での学びの成果で課題に挑みます。初心者でも

データサイエンスを扱い、身の回りの課題をパパっと解決する、そんな組織を目指しています。

部員は約 100 人。

＜お問い合わせ＞

岡山大学データサイエンス部（DS部） 

顧問 野上 保之

（学術研究院自然科学学域（工）教授 / デジタルトランス 

フォーメーション・情報セキュリティ担当副理事）

（電話番号）086-251-8127 （メール）dsc@okayama-u.ac.jp 

（WEB） https://okadai-dsc.studio.site 

https://okadai-dsc.studio.site/

